
寄生性緑藻じミタ初仰1'OSvzrescens 

の培養型について

末松四郎*

S. SUEMATU: No色eson the cultivation-form 
of C6phαleuro8 virωC6'畑・

緑藻スミレモ科植物の培養中に得た 1部の結果を報告する。

;本科のものは，水中生活という環境条件を離れて生活している特異なも

のでその属聞には，

1. 複雑に分校した糸状体からなって，その直立枝と旬旬枝との区別も不明瞭のままで

数 mmから 10mm程度の高さのクッション状或はフ忌ルト状になっているもの

スミレモ宣I'6ntepohli，α
a 直立校は退化して鋼旬枝Ir.相当する部分が糸状体にならないで，不均等な叉状細胞

分裂をし放射状に拡りながら不分明な数細胞層Ir.積み重なる盤状型のもの

α'phal6U問 S

3. 1周の細胞屑からなっていて，個々の細胞は不均等分裂を繰り返して遠心的に成長

してきれいに放射状に密着してならんだ直径1mm前後の円板状の型のもの

E弘，yc勾)6ltiB

と3型があり，形態上の進化の傾向はこの順序のようである。

材料と方法

第 2型の Cゆhaleuros は主に高等植物の葉の表の表皮とクチクラとの

聞に寄着生活をして直径 lcm大にまで(時にはそれ以上にも)なる半寄生生

活を営んでいるものである。藻体(盤状体)の最表層の細胞ダIjは大きくきちん

と並んでいるが，その下部はそれより小さい細胞が不規則に並んでいて，本

科特有のへマトクロ{ムも最表層の細胞に多量に含まれている。

形態上直立枝は退化しているが，分校しない細い数細胞からなる先端の

やや尖った少数の直立校が常にみられるほかに，本邦では 6-9月頃に多く

族出するのであるが，その先端に遊走子褒をつけて，これも数細胞からなっ

て前者より太い lmm程度の長さのものとの 2種がある。どちらも葉のクチ

クラ層を貫いて体表に，即ち葉表面に出ている。
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末松 : 寄生性緑泌 Cephale!wosviγescensの地11型について 39 

本経の育指している葉(ツパキ，アラガν，テイカカズラ)を蒸溜水で静か

にていねいに洗って，大型の乙/ヤ ーνの探天(1.5-2，0%)の上にその柴柄を

突きさすような心持で染問を水平にして紫の梨血iを寒天に密活1させて室内で

木棺の生育を試みた。

常態で肉i眼的でなかった直立校は，水分の位富と日光の少ない|失j係で，

次第に増してきて O，8-1.2cm程度の高さにまでのびて，6カ月目頃には元の

盤状体をおおって， IiE表面をはなれて寒天の上にも拡ってくる。 12カ月間位

では完全に盤状体の部分をおおってしまう。つまり 今までみてきたような放

射状になる磁状体の成長はなく ，生育部('I殆んど級車mに分校を重ねた糸状体

の部分のみになり ，次第に第 1の型のスミレモ型の形態をとるにいたる。

こうして得た糸状体の 1部を白金総で拾って BENECKE氏銀天培地をコ

ノレベソの中に作った上へ入れて*m栓の上 1ij三以上も培養するこ とができる。

当初肉眼的でなかった小部分から 6カ月日では 1.5cmイ立の直径をもったス

ミレ モと同型の糸状体が密に生じて光の方向に向って1t¥1長成長し，次第に速

心的にその直径を増して糸状体はいよいよ分以して黄緑色のブエノレ ト状にな

り，外形村、全くスミレモ型を とるようになる (第 11玄[)。
議Et表而の Ceρhaleurosvirescensの上へ水消を 1，27尚お としてその水の

1滴を前記と同様のコノレベンの中の54E天の上

えおとしてもやはり 10カ月目位f去には前記

と全く同様の形態のものを観察し得た。

観察

米天上に新たに成長した糸状体の細胞は

7-8μ x30-35μ から 15μx40-45μ のものて

ス三レモ Trenteρohliaaureaに比べておJIく，

第 1 図

Cephαle'U?'os viγescens showing the T?'ente-
pohliα-type (Photographed on 1 F巴b，1957) 

The infected leaf of T?'αchelospe?・押tt~?n

αsiaticu?n was cultured on agar in Oct， 1951， 
then s巴vel'algrown-up erect thl'eads were 
transferred to BENECKE's agal' cultul'e me-
dium in Nov， 1952 and once mOl'e these grown-

up el'ect threads were transferred again to 
BENECKE's agal' cultul'e medium on 23 J an， 1954， 
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末松: 寄生性緑藻 C6同:alourωviresco閣の繕養型について a 

関服齢明

Explanatlon of凹ate

1: m阻.ybranched也readwith cask也畠pedcells. (x盟加)

2.3，4，5: s唱mentsof thrωds with polynucl，岨色edcells. (x 1200) 
6，7:也readb倒 ringthes倒silegametangium which h闘 developedto vege-

tative celL (x 1200) 
8: 16-・-nucl岨色eds醐 Hegametangium whiぬ issimilar 句 t凶色 ofTr，側 topohl弘

(xl2OO) 

細胞膜もうすいタノレ裂のものと，スミレモと全く区別のつかない太さと長さ

のもの但5μx6ι65μ)とが混在している(図版 1)。

細臨内は幾分色調のうすい莱縁体がパシド状にならんでいる場合が多い

が，へマトクロームは粒状の油滴にとけこんでいて，細胞の両端に，一端に

或いはまた中央部に位置している。生活機能のさかんな細胞では，小さな油

滴と小粒の葉緑体とが細胞内に一様に拡っている。このことはスミレモの場

合と全く同様である。

業面をぬらした水滴より得た糸状体についても上記と全く同様の観察を

得た。もっとも本糸状体が水滴中に泳出してきた配偶子の接合によって得た

ものか，接合しない配偶子より得たものか，或いは遊定子か~得たものか詳

にしない。

糸状体になってしまってスミレモ型に変ってしまったものは，その形態

と同時にスミレモ特有の匂すら漂うてくるにいたる。

糸状体細胞の核の位置は，スミ νモでかつて (1953末松)発表したように，

大体何れか一方によっていて所謂 polarityを示すが，スミ νモの体細胞ほど

の顕著さはない。核の構造もスミレモの場合と同様で，明らかに休止期では

小さな核の中央に仁があり，大粒のクロモセ Yターが周囲に散在している。

スミ νモで報告(1953)したと同様に，少し太い糸状体の細胞では元来単

核の細胞であるものに 2核， 3核の細胞列が意外に多く， 4核細胞列はスミ ν
モでは非常に稀であるのに，ここではよくでてくる(図版2.3，4，5)。

元来本種の遊走子饗は，葉のクチクラ層を突き破って lmm前後外にの

びて出る直立枝につき，配偶子襲はその盤状体の藻体の中に埋まって，その

泳出孔だけをクテクラの上に開いているものであるが，培養によって得たも

ののように，盤状体のかわりに糸状体が増加してくるという形態をとるよう

になるとスミ νモと同様に，即ち配偶子誕は糸状体の一部に無柄胞子襲とし

て生じてくる(図版 8)。長く培養しているものには遊走子嚢はできなくて，
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組 藻類第5著善策2号昭和32年9月

この無柄胞子醤としての配偶子醤が増加してくる傾向がある。

配偶子襲内の核数の変化は常態の場合のものとかわらない。

さらに， ζ の配偶子嚢はぞのまま生殖細胞(配偶子)の泳出をみなくて，

その誕の先端から 1-2本の栄養枝(体細臨)がのびて，成長を続けてそのま

ま体細胞の一部分になってしまうことが多い(図版6，7)。とのことはスミレ

モで， 2核， 3核， 4核等の多核細胞校の起源に1'1若い配偶子襲がそのまま栄

養成長をして行くことによろうと考えて発表した (1953)ことを裏がきするも

のである。恐らく水分や養分の豊富なために細胞の栄養成長が促進される結

果であろう。

糸状体細臨の成長，分裂および分校と核数の増加(核分裂)とのリズムが

一致しない結果， 1本の糸状体の中で核数やその細胞の形の異なったものよ

りなっているものをよくみることができた(図版4，5)。これも自然のものに

比べて，水分の豊富と同時に光量の少ないことがその原因の 1っと考える。

Phyco.ρ'sltisや Trenleρ'ohliaumbri仰を寒天培養した場合もタル型の

細胞よりなる直立枝は成長し，殊に後者ではさかんに成長分枝してスミ νモ

Trenteρohlia. aureaに近い形態をとる(未発表)。

一般に水中生活をはなれている本科の植物は，平常の比較的乾燥した状

態にくらべて，水分の豊富な光量の少ない条件にあうと，筒旬枝にあたる部

分は直立枝の成長を促すものと考える。

摘要

1. 盤状型の Cφhaleurosvirescensは水分の豊富な光量の少ない寒天

培地という生活条件ではスミレモ型の糸状体の型をとって， ζの環境条件の

変らぬかぎりとの糸状体型をとる。

2. 形態がスミレモ型になるのみでなくその細胞の形態，内部構造と共

に，スミ νモで知ることのできる特有のにほいも発散する。

3. 盤状体の中に埋まってできる配偶子弾は，この本体のなくなるとと

もに糸状部にスミ νモと同型の無柄胞子麗としての型のものになる。

4. 多核細胞枝をスミレモでみたようにみることができたが，更にもっ

と不規則に多核の細胞からなる糸状体を案外多くみることができた。

5. 遊定子聾の形成は培養型では非常に少なく，配偶子誕の形成が多い。

これも配偶子の泳出というととは少なく，栄養枝の一部分になってしまう傾

向が多い。
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Rゐume

Cephaleuro8 vir，ωce'畑 isparasitic and is usua11y found on the leaves of 
Phanerogams. 

The thallus of this species is a discoid cr凶色 typeconsisting of radially 
arranged several creeping threads which grow to fuse forming a compact 
layered substrata between the cuticle and the epidermal cells of leaf. 

The infected leaves (Camell'旬 japonica，QuercU8 glauca， TracheωE戸例制m
asiaticum etc.) were cultiva旬dt叫a11yon the agar culture medium 50 long剖

12 months or more， while the leaves live on the medium with gre回 colorfor 
6-8 mon也s.

The reduced erectぬreadsgrow slowly and af七er6 months色hebranched 
he匂，rotrichousthreads turn yellowish green， covering位1ealgal bodiωand 
sometimes spread over the medium A piece of these也.readswere plated to 
the BEN配 K凶 agarmedium (1ル1.5%)，the yellowish green fil釦 1entousthreads 
appeared on the medium and after one year they showed considerable resem-
blance to the type of Trent叩ohl'弘

One or two drops of water which wetted the algal bodies were dropped 
on the above mentioned agar medium， after one year or so there were the 
very same type of filamentousalgal bodies on the medium. 

Th飽 ecultivation-forms of Ce.phaleuro8自hownot only the T7・側tepohl勿・like
structure， but the color tone; and moreover we could smell the fine OOor char-
acteristics of Trentepohlia. 

The protoplast， chloroplasts， nuclei and polynucleated cells or threads were 
o国 ervedwith much resemblanceω Trentepohl似， it is interesting ωnotethat 
these heterotrichous Cephaleuros has the sessile gametangia similar to Trente-
pohlia， instead of pot-like gametangia which are buried in thesubstrata. 
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